
応
永
期
更
鱈
咋
虹
の
京
洛
の
連
歌
界

威
サ
ソ
ト
ワ
ワ
シ
ク
ジ
タ
ル
計
也

公
家
の
棟
梁
二
条
良
基
と
地
下
連
歌
の
総
宰
救
済
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、

の
作
風
よ
り
も
、

っ
た
°
良
基
も
、
そ
の
こ
と
を
嘆
じ
て
、

よ
う
や
く
全
国
的
に
な
し
と
げ
ら
れ
た
連
歌
風
掠
の
革
新
と

隆
盛
も
、
十
四
世
紀
末
、
救
済
の
晩
年
に
な
っ
て
、
救
済
と
弟
子
周
阿
と
の
作
風
風
林
の
対
立
か
ら
、
京
洛
の
連
歌
界
に
は
あ
る
偏
向
が

一
見
人
を
驚
か
す
奇
矯
な
見
立
や
表
現
を
こ
ら
し
た
技
巧
的
な
周
阿
の
作
風
が
世
に
む
か
え
ら
れ
は
じ
め
た
こ
と
で
あ

周
阿
ガ
句
作
ハ
、
細
ヵ
ニ
砕
キ
タ
ル
ヲ
好
ミ
ツ
也
、
当
世
流
行
リ
ク
ル
ハ
此
風
淋
ナ
レ
ド
モ
、
心
キ
ハ
メ
テ
正
体
ナ
ク
シ
テ
、
人
ヲ

六
月
歿
し
て
、

『
述
歌
十
様
』

（
周
阿
）

と
評
し
、
心
敬
は
「
救
済
法
師
老
考
の
末
つ
か
た
に
は
、
学
び
や
す
き
に
よ
り
て
皆
彼
が
風
眺
に
な
れ
る
に
や
、
さ
れ
ば
艶
な
る
道
は
う

（
ニ
ニ
八
八
）

せ
て
、
偏
に
荒
々
し
く
卒
爾
の
方
に
な
り
行
侍
る
」
勾
戸
]
と
し
る
し
て
い
る
。
事
実
、
救
済
周
阿
に
つ
い
で
、
二
条
良
基
が
嘉
慶
二
年

そ
れ
ま
で
の
連
歌
界
の
指
導
者
層
を
失
っ
た
あ
と
の
京
洛
の
連
歌
界
は
、
次
第
に
混
迷
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
と
考

き
ざ
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、

「
た
ゞ
思
ひ
入
て

い
か
程
も
し
ほ
れ
た
る
所
に
心
を
か
け
」

応
永
期
口
鱈
闘

の
京
洛
の
連
歌
界

る
素
直
な
正
統
派
的
な
救
済

伊

地

知

鐵

男
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了
俊
は
、
当
時
の
地
下
連
歌
師
た
ち
を

、0し が
句
の
み
面
白
く
飾
り
た
て
、

前
句
の
眼
を
ば
失
へ
り
、

ひ
と
へ
に
前
句
の
心
を
ば
尋
ね
ず
、

え
ら
れ
る
。

『
落
む

露
顕
』

（
二
条
良
基
）

連
歌
会
等
之
事
、
故
摂
政
家
お
は
し
ま
さ
ず
し
て
後
、
毎
人
、
自
を
た
う
と
み
て
、
人
を
な
ん
じ
侍
ゆ
へ
に
、
先
達
を
も
な
き
が
如

く
に
仕
る
敷
‘
:
・
:
・
如
風
聞
者
、
梵
燈
僧
連
歌
さ
が
り
た
る
、
平
井
道
助
が
句
さ
せ
る
事
な
し
な
ど
と
申
す
と
か
や
、
…
…
遁
世
の

お
の
／
＼
が
渡
世
の
あ
ひ
だ
の
為
に
、
他
を
そ
し
り
て
身
を
か
が
や
か
す
に
や
、
数
寄
の
道
に
は
は
づ
れ
て
ぞ
お
ぽ
え
侍
る

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
今
川
了
俊
は
歎
い
て
い
る
°
救
済
良
基
の
よ
き
指
導
者
を
失
っ
た
地
下
の
専
門
連
歌
師
た
ち
、
遁
世
者
流
は
互

い
に
他
を
誹
謗
し
、
己
を
自
贅
す
る
こ
と
に
浮
身
を
や
つ
す
ば
か
り
で
、
連
歌
向
上
に
身
を
も
っ
て
努
力
精
進
し
よ
う
と
す
る
者
は
す
く

な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
悪
い
意
味
で
プ
ロ

化
し
た
地
下
連
歌
師
の
な
か
に
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
「
救
済

・
周
阿
以
来
の
上
手
は

師
綱
な
り
と
」
良
基
に
も
ゆ
る
さ
れ
た
朝
山
師
網、

い
わ
ゆ
る
梵
燈
が
あ
っ
た
が
、
彼
の
風
眺
も
心
敬
は
「
前
句
の
心
を
ば
忘
れ
、
唯
我

其
比
よ
り
諸
人
、

た
ゞ
並
べ
置
き
侍
る

と
見
え
た
り
」
鱈
:
と
評
さ
れ
る
為
妹
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
却
っ
て
真
の
連
歌
数
寄
者
は
「
近
日
、
武
家
大
名
、
又
は
公
家
様
に
上

手
は
お
は
し
ま
す
」
と
い
う
状
態
で
、
連
歌
の
指
導
権
は
そ
う
し
た
専
門
連
歌
師
の
手
か
ら
次
第
に
離
れ
て
し
ま
っ
た
か

の
観
さ
え
あ
っ

た
。
そ
れ
は
不
世
出
の
救
済

・
周
阿
の
二
人
に
つ
づ
く
卓
越
し
た
連
歌
師
の
出
現
が
な
か
っ
た
と
い
う
、

あ
っ
た
ろ
う
か
。

付
合
、
寄
合
と
い
う
連
歌
の
大
宗
を
わ
す
れ
て
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
か
ら
で

い
た
ず
ら
に
奇
矯
な
趣
向
だ
て
と
飾
り
た
て
た
一
句
立
の
似
而
非
連

歌
に
当
時
の
連
歌
愛
好
者
が
目
を
奪
わ
れ
、
追
従
し
模
倣
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
し
た
句
風
を
つ
く
っ
た
作
家
の
み
の
罪
に
帰
す
べ

き
で
は
な
く
、
そ
れ
と
お
な
じ
よ
う
に
そ
う
し
た
風
肱
を
好
ん
だ
当
時
の
連
歌
享
受
摺
の
側
に
も
原
因
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
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応
永
期
釦
峠
畔
訪
の
京
洛
の
迪
歌
界

（
て）

凡
は
当
時
花
の
下
の
衆
と
あ
そ
ば
し
た
る
は
、
波

多
野
•

朝
山
・

成
阿
・

道
助
等
な
り
云
々
、
此
下
に
は
琳
阿
•

頭
阿
•

艇
阿
は
得

失
あ
る
な
り

『
路
料
霰
顕
』

応
永
年
中
の
比
よ
り
世
に
聞
え
侍
る
人
々
に
は
、
今
川
了
俊
•

成
阿
法
師
・

梵
燈
庵
主
・

波
多
野
・

外
山
•
平
井
入
道
道
助

、

遁
世

者
に
は
中
宜
竜
主
・

頭
阿
•

畠
阿
な
ど
と
て

、

や
む
ご
と
な
き
作
者
侍
し
、
こ
の
内
に
も
末
の
世
ま
で
残
り
、
世
一
の
先
達
の
名
を

（
十
五
世
紀
半
頃
か
）

え
し
は
梵
燈
庵
主
也

、

そ
の
比
大
家
に
は
、
勘
解
由
小
路
道
孝

•

岩
栖
院
道
灌
•

赤
松
の
禅
門
な
ど
也
、
此
外
近
き
世
ま
で
の
好
士

は
真
下
満
広
•

杉
原
伊
賀
浄
信
・

飽
川
周
防
信
永
•

相
阿
•

梵
阿
•

重
阿
•

承
祐
•

瑞
禅
•

尊
座
・

忍
習
・

宗
硼
•

智
蘊

、

遁
世
者

に
は
左
阿
•

万
阿
•

玄
阿
・

祖
阿
•

春
阿
弥
•

浜
名
備
中
法
育

•

森
下
入
道
浄
蔭

、

此
等
の
中
に
も
宗
硼
法
師

・

智
蘊
法
師
は
名
聞

え
堪
能
な
り
し
と
な
り
、

と
、
大
体
応
永
前
後
の
十
四
世
紀
末
か
ら
宝
徳
前
後
の
十
五
世
紀
半
ま
で
の
五
六
十
年
間
の
地
下
連
歌
の
名
手
と
よ
ば
れ
た
人
達
の
名
を

列
ね
て
い
る
。

地
下
連
歌
師
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
昇
殿
、
す
な
わ
ち
禁
裏
殿
上
の
交
り
の
許
さ
れ
な
い
連
歌
師
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
に
あ
げ
ら
れ
た
連
歌
師
は
武
家
（
出
家
を
も
含
む
）

・
僧
侶

・
遁
世
者
の
三
つ
の
階
層
に
わ
け
ら
れ
る
が
、

る
も
の
と
し
て
勘
解
由
小
路
道
孝
鱈
謬
竺
煩
温
遥
饂

、
岩
栖
院
道
溜
匹
靡
琴
色
内
玉
這
豆

、
赤
松
禅
門
巳
翡
直
塩
誌
可
‘
ら
の
足
利
幕

府
の
管
領
戦
の
家
柄
に
類
す
る
大
名
た
ち
で
、
ほ
か
に
も
『
初
心
求
詠
集
』
已
下
の
連
歌
書
や
歌
書
類
に
斯
波
義
重
の
父
義
将
虹
や
細
川

満
元
の
男
持
之
昨
鰐
誌
嗜

・

持
既
琴
疇
兄
弟
、
畠
山
基
国
麟
訊
麟
元

•
同
男
満
家
・
満
則

、

お
よ
び
佐
々
木
高
氏
虹
の
男
高
秀
瑾
紐
叩
虹
竺

孫
高
詮
嗜
、
中
国
の
大
名
山
名
時
熙
芦
・
同
男
持
盟
鐸
や
西
国
の
大
名
大
内
義
弘
に
つ
ぐ
教
弘
な
ど
も
連
歌
の
名
手
と
は
い
わ
れ
て
い

た
に
し
て
も
、
彼
等
の
功
鎖
ば
連
歌
風
妹
の
上
で
は
な
く
、
も
っ
心
●
ら
和
歌
連
歌
の
バ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
庇
護
奨
励
に
あ
っ
た
も
の
で
あ

、
、、

と
し
し

心
敬
は

『ひ
と
り
言
』
に

ま
ず
武
家
大
名
と
称
せ
ら
れ
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朝
山
と
は
、
い
わ
ゆ
る
朝
山
小
次
郎
師
綱
、
梵
燈
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
山
家
は
代
々
、
出
雲
国
多
文
郷
の
惣
領
地
頭
職
を
つ
ぎ
、
将
軍

の
通
郷
の
男
か
、

今
川
了
俊
は
、
人
も
し
る
駿
河

・
遠
江
に
勢
力
を
は
る
今
川
範
国
の
二
男
、

績
を
の
こ
し
た
が
、
九
州
豪
族
の
誨
に
あ
い
召
逮
さ
れ
た
後
は
、
仏
道
歌
道
一
筋
に
世
を
隠
栖
し
た
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
連
歌
を
順
覚

・

救
済
・

周
阿
•

良
基
ら
に
学
ん
だ
が

、

彼
が
和
歌
連
歌
を
嗜
ん
だ
の
は
も
っ
ば
ら
武
家
棟
梁
と
し
て
人
間
修
道
の
た
め
の
も
の
で

、

け
っ

し
て
「
名
聞
を
存
ぜ
ん
」
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
正
徹
の
師
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
は
生
涯
和
歌
連
歌
界
の
外
辺
に
た

で
あ
っ
た
。

（
一
三
九

0
|
-―ー）

波
多
野
と
は
、
波
多
野
肥
後
守
通
郷
（
筵認
）
の
こ
と
で
、

明
徳
は
じ
め
に
幕
府
の
評
定
衆
に
任
ぜ
ら
れ
た
行
政
的
な
事
務
系
統
の
幕
臣

お
そ
ら
く
義
満
の
出
家
膠
墨
託
唸
に
殉
じ
て
剃
髪
し

『
御
評
定
箸
座
次
第
』

の
応
永
三
年
正
月
に
肥
後
入
道
と
あ
る
の
で
、

（
ニ
―
―
八
五
）

た
も
の
で
あ
ろ
う
°
連
歌
は
救
済
に
学
ん
だ
麟
孔
咋
も
の
ら
し
く
、
至
徳
二
年
十
月
十
八
日
石
山
寺
で
の
『
石
山
百
韻
』

の
作

者

で
あ

（
一
四
〇
八
）

り
、
応
永
十
五
年
の
北
山
殿
行
幸
に
は
連
歌
御
会
の
人
数
に
、
地
下
連
歌
師
と
し
て
召
加
え
ら
れ
「
眉
目
無
極
者
也
」
麟
i
i

と
し
る
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
作
風
は
『
初
心
求
詠
集
』
に
、

い

と

そ

む

る

藍

よ

り

あ

を

き

柳

か

な

の
ち
九
州
探
題
に
推
挙
せ
ら
れ
、
九
州
鎮
撫
に
偉
大
な
功

マ
ソ
ネ
リ
ズ
ム
化
し
た
従
来
の
地
下
連
歌
の
傾
向
を
涙
厚
に
も
っ

（
一
四
三
三
）

も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
句
風
が
、
当
時
新
興
の
中
堅
武
家
階
層
に
好
ま
れ
た
技
巧
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
永
享
五
年
二
月
の

『
北

野
社
一

日

一
万
句
』
の
作
者
で
あ
り
、
応
永
末
か
ら
永
享
に
か
け
て
お
な
じ
く
評
定
衆
を
つ
と
め
た
波
多
野
因
幡
入
道
元
尚
（
昌
）
は
、
こ

一
族
の
も
の
で
あ
ろ
う
0

柳
の
枝
を
糸
に
見
た
て
て
、
い
と
染
む
る
と
秀
句
仕
立
の
技
巧
な
ど
、

ち
つ
づ
け
た
武
人
で
あ
っ
た
。

る
。
彼
等
に
つ
ぐ
中
型
武
家
陪
と
し
て
、
心
敬
は
今
川
了
俊
已
下
の
名
を
あ
げ
る
o
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応
永
期
兌
翌
昧
恥
の
京
洛
の
連
歌
界

七

夕

に

誰

か

か

す

み

の

蒋

衣

な

が

き

ね

を

’
あ

や

め

に

な

ら

方
の
好
士
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、

ヘ

郭

公

『
初
心
求
詠
集
』

義
満
の
側
近
に
文
筆
を
も
っ
て
つ
か
え
、
ま
た
九
条
家
の
諸
大
夫
を
も
っ
と
め
た
武
人
『
豆
汲
鐸
叙
玉
』
で
あ
っ
た
。

平
井
道
助
は
、
平
井
備
前
守
、
周
防
の
国
の
大
内
義
弘
の
家
臣
で
、
応
永
六
年
十
月
関
東
管
領
足
利
満
兼
に
応
じ
て
和
泉
堺
に
拠
っ
て

足
利
将
軍
義
持
に
抗
し
た
折
、
主
義
弘
に
種
々
諫
言
し
て
幕
府
と
の
調
停
を
は
か
っ
た
人
で
あ
る
。
連
歌
は
、
主
義
弘
と
と
も
に
良
基

・

（
良
基
）
（
仰
力
）

周
阿
に
つ

い
て
、
相
当
年
た
け
て
か
ら
学
ん
だ
ら
し
く
、
「
其
比
の
上
手
と
摂
家
、
に
下
さ
る
A

間
、
人
数
に
め
さ
れ
き
、
七
十
ま
で
は
此

道
を
稽
古
す
べ

し
と
承
て
、
憚
ら
ず
出
仕
申
け
り
」
鱈

5
辿
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
『
初
心
求
詠
集
』
に
も
良
基
の
批
判
と
し
て
、
事
霞

．

成
阿
•

波
多
野
通
郷
・

道
助
四
人
の
風
妹
を
も
の
に
愕
え
て
い
る
が

、

そ
の
な
か
に
「
賤
し
き
物
に
文
な
き
使
を
せ
さ
せ
て

、

そ
の
返
事

を
聞
け
ば
、
あ
ら
ぬ
様
な
る
言
葉
共
也
、
さ
れ
ど
所
々
に
そ
の
返
事
か
と
覚
し
く
て
言
葉
の
相
交
り
た
る
が
如
し
、
と
ぞ
仰
ら
れ
け
る
、

（
開
幽
力
）

数
寄
は
甚
し
け
れ
ば
と
て
、
常
に
御
会
に
召
さ
れ
て
、
連
歌
の
閾
閤
を
ば
道
助
に
預
く
る
な
り
と
仰
ら
れ
け
る
」
と
し
る
し
て
い
る
o

た
だ
一
声
の
郭
公
の
鳴
声
は
、
な
が
い
菖
蒲
合
せ
の
根
に
倣
え
と
か
、
誰
か
貸
す
と
霞
と
の
秀
句
の
ご
と
き
千
遍
一
律
の
洒
落
に
類
す
る

技
巧
で

し
か
な
い
。
当
時
の
武
家
巳
下
地
下
連
歌
の
社
界
の
嗜
好
の
大
概
が
理
会
で
き
る
o

雌
川
周
防
守
入
道
信
永
も
ま
た
、
幼
名
を
千
若
丸
と
い
い
、
連
歌
を
良
基

・
周
阿
に
学
び
、

，至
徳
二
年
の
石
山
百
韻
の
連
衆
で
も
あ
っ

（
一
四
二
四
）

た
。
「
永
の
句
肱
は
燈
庵
主
の
か
4

り
也
、
詞
あ
く
ま
で
上
藤
し
く
口
利
き
人
な
り
」
鱈
巳
迎
と
評
さ
れ
、
応
永
三
十
一
年
七
月
後
小
松

上
皇
の
連
歌
御
会
に
召
加
え
ら
れ
て

池

水

も

木

々

も

千

秋

の

み

ど

り

哉
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（

一

四

二

九

）

（

一

四

一

―

―

―

―

―

)

の
発
句
を
よ
み
、
正
長
二
年
義
教
の
将
軍
職
就
任
の
祝
言
に
も
発
句
を
詠
じ
た
ほ
ど
の
名
手
で
、
永
享
五
年
二
月
十
一
日
の
北
野
社
万
句

に
は
将
軍
一
座
の
連
衆
に
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
浜
名
備
中
入
道
法
育
匹
麟

i
ユ
謬
や
森
下
紀
伊
入
道
浄
蔭
5茫
心•
杉
原
伊
賀
入
道

浄
信
麟
這
困
聾
2衷
•
三
上
近
江
守
入
道
周
通
や
義
教
の
右
筆
や
評
定
衆
を
つ
と
め
た
飯
尾
肥
前
守
為
種
麟
『
に
屯
紙
•
石
橋
左
衛
門
佐
入
道
信

乗
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
文
筆
を
主
と
し
た
行
政
的
職
に
あ
る
幕
臣
た
ち
で
あ
る
o

（
一
三
九

0
)

成
阿
法
師
の
出
自
は
未
詳
で
あ
る
が
、
大
念
仏
寺
豆
闘
の
良
鎮
の
勧
進
に
よ

っ
て
明
徳
元
年
七
月
、

『
融
通
念
仏
縁
起
』
二
巻
を
開
板

闘
な
ど
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
融
通
念
仏
宗
の
僧
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
°
連
歌
は
良
基
に
学
び
、
『
紫
野
千
句
』
『
石
山
百

韻
』
の
連
衆
で
あ
り
、
晩
年
応
永
は
じ
め
こ
ろ
は
北
野
社
の
連
歌
奉
行
職
を
つ

と
め
、

『
落
書
露
顕
』

で
に
死
歿
し
て
い
た
ら
し
い
。
な
お
了
俊
、
心
敬
と
も
に
、
彼
を
遁
世
者
の
一
群
の
な
か
に
記
入
せ
ず
、
了
俊
已
下
の
武
家
層
の
と
こ
ろ

に
列
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
そ
の
出
自
が
武
家
階
級
に
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
四
二
九
）

「
永
享
の
比
よ
り
は
宗
勧
•

智
蘊
法
師
、
世
に
ほ
ま
れ
侍
し
好
士
也
」
鰐
白
〗
と
心
敬
は
い
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
と
て
「
偏
に
俗
人
に
侍

れ
ば
、
胸
の
う
ち
丈
夫
に
て
弓
馬
兵
杖
の
世
俗
に
日
夜
そ
だ
ち
侍
て
、
更
に
世
間
の
無
常
遷
変
、
仏
法
の
か
た
の
学
文
修
行
の
心
ざ
し

一

も
の
A

ふ

て

だ

り

塵
も
な
く
、
欠
け
侍
る
ゆ
へ
に
や

」「
誠
に
武
士
連
歌
に
て
、
鎧
兜
兵
杖
を
具
足
し
た
る
鬼
の
丈
夫
な
ど
を
み
る
ご
と
く
」
「
手
練
巧
み
に

強
力
」
の
方
ば
か
り
で
「
句
共
に
面
影
・
余
情
・
不
便
の
か
た
侍
ら
ず
哉
、
恋
句
な
ど
一
向
た
ゞ
し
く
端
た
な
き
句
の
み
に
て
、
有
心
幽

玄
の
物
、
偏
に
見
え
侍
ら
ず
」
鰐
a
]

と
、
ま
こ
と
に

心
敬
一
流
の
辛
辣
な
批
評
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
な
が
ち
宗
硼
智
蘊
ひ
と
り
に
対
す

る
も
の
で
は
な
く
、
遁
世
者
流
を
ふ
く
め
た
当
時
一
般
の
連
歌
享
受
層
ー
ー
，
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
以
上
の
よ
う
な
評
定
衆
•
引

付

衆
・
沙
汰
人
や
右
筆
た
ち
事
務
系
統
の
幕
臣
家
臣
の
中
堅
武
家
層
を
中
軸
に
し
た
連
歌
界
の
凡
俗
、
俗
情
の
み
に
終
始
し
た
時
好
に
対
す

る
憤
憑
で
で
も
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
ぎ
る
°
換
言
す
れ
ば
、
当
時
の
地
下
連
歌
を
実
質
的
に
指
導
し
、

か
つ
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た

の
な
っ
た
応
永
十
九
年
に
は
、
す
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応
永
期
門
鱈
鰈
知
の

京
浴
の
連
歌
界

く
つ
ま
づ
き
て
見
え
侍
る
な
か
に

一
人
風
雅
変
り
た
る
」
満
広
の
風
肱
は
、

つ
い
に
世
人
（
こ
と
に
堂
上

・
武
家
階
級
）

に
認
め
ら
れ
ず

期
待
し
て
い
た
郭
公
の
声
、

そ
れ
は
た
だ
瞬
時
に
消
え
さ
る
裂
吊
の
声
に
、

つ
余
情
は
、
先
の
道
助
の
「
な
が
き
ね
を
菖
蒲
に
倣
へ
郭
公
，一
の
月
並
み
な
見
立
と
は
、
け
っ
し
て
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ

の
こ
ろ
「
世
の
中

、

目
も
耳
も
大
方
に
侍
け
る
に
や

、

又
上
つ
方
な
ど
に
も
道
の
誉
な
く
て
失
せ
侍
り
」
鱈
合
〗
と
。

し
て
世
を
去
っ
た
と
い
う
。
そ
の
死
期
は
、
正
徹
歿
の
長
禄
三
年
以
前
で
あ
っ
た
。

「大
方、

結
構
ふ
と

禅
僧
出
の
も
の
に
承
祐

•

瑞
禅
•

尊
厳
や
天
台
の
僧
と
思
わ
れ
る
顕
証
院
忍
誓
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
承
祐
は
賢
聖
坊
と
号
し

、

僧
位

聞

く

や

い

か

に

う

は

の

空

音

か

郭

公

が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
郭
公
の
一
声
に
し
て
も

ほ

の

人
達
の
多
く
が
、
こ
う
し
た
中
堅
武
家
階
層
の
幕
臣
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
凡
俗
の
詩
情
に
の
み
お
ぽ
れ
堕
し
て
い
た
武
家
層
の
な
か
に
あ
っ
て
、
真
下
満
広
ひ
と
り
が
孤
高
を
持
し
て
い
た
ら
し
い
。

彼
は
加
賀
守
、
入
道
し
慶
（
啓
）
阿
と
号
し
た
。
普
広
院
足
利
義
教
の
幕
臣
、
少
年
の
こ
ろ
か
ら
義
教
の
愛
顧
を
う
け
近
侍
し
た
武
人
°

出
家
の
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
嘉
吉
元
年
義
教
が
赤
松
満
祐
の
凶
刃
に
倒
れ
た
後
、
無
実
に
よ
り
管
領
の
勘
気
に
ふ
れ
て
高
野
山
に
の

ぼ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
匹
短
°
連
歌
は
、
周
阿
、
梵
燈
に
学
び
、

高
野
山
に
参
籠
し
て
追
善
連
歌
を
催
し
た
。
彼
の
風
肱
は
、
こ
と
の
ほ
か
心
敬
の
絶
賛
す
る
と
こ
ろ
で
、

ふ

け

嵐

荻

に

め

く

夕

月

夜

と
く
に
宗
硼
と
は
泥
懇
の
間
柄
で
、
梵
燈
死
歿
の
時
は
宗
醐
と
と
も
に

ひ
え
や
せ
」

荒
涼
と
し
た
荻
原
に
風
は
吹
き
す
さ
び
、
空
に
は
夕
月
が
ほ
の
め
く
景
の
描
写
に
は
、
他
の
武
家
出
自
の
連
歌
師
に
は
み
ら
れ
な
い
手
腕

て
「
た
し
な
み
第
一
の
好
士
」
と
評
し
て
い
る
。

は
っ
と
意
識
を
と
り
も
ど
し
た
聞
く
者
の
心
理
的
な
綾
を
も

「
玉
を
み
が
き
、
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と
、
春
の
若
草
に
対
し
て
北
野
社
の
老
松
を
配
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

若

草

の

野

に

老

松

の

宮

井

か

な

北
野

に
て

こ
と
に
玄
阿
に
つ
い
て
は
、

「昔
，の

は
法
印
位
°
永
享
二
年
正
月
十
九
日
新
造
さ
れ
た
室
町
殿
の
御
会
所
で
、
義
教
が
将
軍
に
な
っ
て
初
め
て
の
連
歌
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の

翌
二
月
十

一
日
月
次
の
室
町
殿
幕
府
の
連
歌
会
に
「
連
歌
惣
掌
」
と
し
て
人
数
に
召
加
え
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
後
、
彼
は
将
軍
の

主
催
す
る
連
歌
を
執
行
沙
汰
す
る
職
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
や
が
て
宗
匠
職
の
起
り
と
も
な
っ
た
も
の
で
は
な

（
一
四
五
五
）

か
ろ
う
か
。
そ
の
歿
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、

『
康
富
記
』
康
正
元
年
十

一
月
六
日
の
条
に
「
元
浄
房
鱈
芦
匠
」
と
あ
る

の
で
、
そ
の
こ
ろ
い

ま
だ
存
生
し
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
宗
硼
は
、

敬
に
た
か
く
評
価
さ
れ
、
応
永
末
年
、

そ
の
承
祐
を
「
都
に
て
、
我
は
さ
程
も
思
は
ざ
れ
ど
も
、
た
し
か
に
花
や
か
な
る
道

（広）

一
か
ど

、

確
に
の
け
所
を
よ
く
嗜
ま
れ
た
り
と
、
普
光
院
殿
（
義
教
）
御
褒
美
有
け
り
」
鱈
〗
連

評
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
阿

・
素
阿
（
ー
眼
）

．
梵
阿
生

a
5芦
認
竺
多
は
、
と
も
に
時
宗
四
条
道
場
金
蓮
寺
の
僧
で
、
と
く
に
相
阿
は
心

し
ば
し
ば
伏
見
宮
貞
成
親
王
家
の
連
歌
懐
紙
に
も
合
点
す
る
点
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

遁
世
者
流
の
中
宜
庵
主
は
未
詳
で
あ
る
が
、
『
初
心
求
詠
集
』
に
は
、
中
景
庵
主
と
し
る
し
て
、
そ
の
句

雲

の

こ

、―

み

カ

と

の

葉

も

な

き

月

夜

か

な

の
句
は
、
中
秋
の
明
月
に
は
一
片
の
雲
も
な
く
、
そ
の
美
し
さ
に
は
言
葉
も
な
い
と
、
両
方
に
い
い
か
け
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
ほ

か
、

頭
阿
•
畠
阿
·
左
阿
•
万
阿
•
玄
阿
・
祖
阿
•

春
阿
涅
碩
藍
呼
春
な
ど
は
幕
府
の
同
朋
衆
で
あ
り

、
応
永
永
享
前
後

、

幕
府
や
公
武

の
、
ま
た
は
寺
院
な
ど
の
連
歌
会
に

し
ば
し
ば
連
衆
と
し
て
出
座
し
て
い
る
鰐
誌
炉
遷
謬
麟
鱈
芦
。

三
賢
の
座
に
ま
み
え
奉
る
古
風
、
今
に
の
こ
せ
り
、
槌
な
る
方
を
本
と
し
て
花
や
か
な
る
方
は
な
し
、
さ
れ
共
此
二
＿
―-
代
に
つ
か
へ
朝
夕

也、

人
の
も
ち
あ
っ
か
ふ
所
を
え
て
、

と
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応
永
期
瓢
繹
誌
の
京
洛
の
追
歌
界

し
い
連
歌
風
肱
の
再
建
に
精
進
す
る
の
で
あ
る
。

祗
候
せ
し
間
、
彼
道
の
堪
能
也
」
鰐
紐
i

連

仕
え
た
同
朋
衆
で
あ
っ
た
。
祖
阿
は
、
応
永
j
年
五
月
に
は
使
節
の
一
員
と
し
て
明
国
に
渡
り
、
宗
硼
に
つ
い
で
宗
匠
職
を
つ

い
だ
人
で

（
毅
教
）

も
あ
っ
た
。
そ
の

「
句
肱
は
古
へ
よ
り
数
に
入
て
有
し
か
ど
も
、
近
比
よ
り
珍
敷
か
た
に
心
を
寄
せ
た
る
と
、
普
光
院
殿
常
に
召
さ
れ
て

祗
候
の
数
に
入
し
也
、

云
ひ
出
せ
る
詞
ご
と
に
如
何
に
も
は
な
や
か
に
見
え
た
り
」
鱈
鰈

i

辿
と
あ
る
。
こ
れ
ら
「
た
し
か
な
る
方
」
と
か

「
珍
ら
し
く
花
や
か
」
さ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
十
五
世
紀
は
じ
め
に
流
行
し
た
寄
合
こ
ま
か
に
組
み
あ
わ
せ
て
細
工
が
ま
し
い
飾
り
た
て
た

は
な
ば
な
し
さ
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

心
敬
が
、
な
り
く
だ
れ
る
と
評
し
た
中
古
十
五
世
紀
は
じ
め
頃
の
連
歌
界
は
、
以
上
の
べ
た
よ
う
な
中
堅
幕
臣
の
階
層
を
中

心

に

し

て
、
お
な
じ
幕
府
の
同
朋
衆
や
時
宗
た
ち
か
ら
な
り
、
そ
の
自
称
点
者
、
専
門
連
歌
帥
た
ち
は
、

か
ど

一
廉
の
連
歌
師
と
自
称
し
自
負
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。

に
、
心
言
葉
弥
す
た
れ
も
て
ゆ
き
」
真
の
風
雅
を
わ
き
ま
え
ず
、

レ
ト
リ

ッ
ク

が
ご
と
き
凡
情
と
俗
流
化
し
た
修
辞
の
く
り
か
え
し
の
み
が
横
行
し
た
。
し
か
も
そ
の
頃
の
京
洛
の
連
歌
会
席
は

都
の

ほ
と
り
も
卒
爾
の
道
に
成
行
て
、
い
か
な
る
あ
や
し
の
賤
屋
、
民
の
市
盆
な
ど
に
も
、
千
句
万
句
と
て
耳
に
み
て
る
有
様
也、

一
座
な
ど
も
一
時

・
半
時
に
果
て
侍
る

こ
と
に
な
れ
り
、
さ
な
が
ら
此
道
の
壊
劫
末
法
の
時
な
る
哉
、
い
づ
れ
の
道
も
く
だ
り
、
世

『
老
の
く
り
t
.2
』

人
な
さ
け
あ
さ
く
、

れ
ば
、

よ
こ
し
ま
に
な
り
行
侍
る

の
ご
と
き
流
行
と
喧
擾
と
邪
悪
な
誹
謗
と
が
入
り
ま
じ
る
世
情
を
呈
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
正
追
を
踏
み
は
ず
し
て
あ
ら
ぬ
偏
向
を
き
た

し
、
枇
は
あ
げ
て
そ
れ
を
よ
し
と
し
た
無
風
雅
な
連
歌
界
に
、
そ
れ
と
お
な
じ
中
堅
武
家
階
層
の
な
か
か
ら、

宗
励
•

智
蘊
の
二
人
が
新

「
諸
人
、

「
世
に
あ
ひ
、

名
を
だ
に
許
さ
れ
侍
れ
ば
、
用
心
な
く
学
び
行
侍
る
ほ
ど

と
あ
る
の
で

、

良
基
•

救
済
・

周
阿
の
三
人
の
指
禅
を
う
け

、

義
満
・

義
持
・

義
教
の
三
代
に

た
だ
時
の
権
門
権
力
者
の
容
認
さ
え
あ

偏
に
前
の
句
の
心
を
ば
尋
ね
ず
、
た
ゞ
並
べ
置
侍
る
」
琴
5

G
小
学
文
学
部
教
校
）
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